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平成２６年第２回糸魚川市議会定例会会議録 第１号 

 

平成２６年６月９日（月曜日） 

 

議事日程第１号 

 

平成２６年６月９日（月曜日） 

〈午前１０時００分 開議〉 

 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定 

 日程第３  追悼演説 

 日程第４  副議長選挙 

 日程第５  行政報告 

 日程第６  所管事項調査について 

 日程第７  行政改革について 
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 〈出席議員〉 １９名 
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 〈欠席議員〉  ０名 

 

 〈説明のため出席した者の職氏名〉 

 

市 長 米 田    徹 君  副 市 長 織 田  義 夫 君 

総 務 部 長 金 子  裕 彦 君  市 民 部 長 吉 岡  正 史 君 

産 業 部 長 加 藤  政 栄 君  総 務 課 長 田 原  秀 夫 君 

企 画 財 政 課 長 斉 藤  隆 一 君  能 生 事 務 所 長 原    郁 夫 君 
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環 境 生 活 課 長 渡 辺    勇 君  福 祉 事 務 所 長 加 藤  美也子 君 
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商工農林水産課長 斉 藤    孝 君  建 設 課 長 串 橋  秀 樹 君 

都 市 整 備 課 長 金 子  晴 彦 君  
会 計 管 理 者 
会 計 課 長 兼 務 

横 田  靖 彦 君 

ガ ス 水 道 局 長 小 林    忠 君  消 防 長 大 滝  正 史 君 
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教 育 次 長 
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伊 奈    晃 君 

教育委員会こども教育課長 渡 辺  寿 敏 君  

教育委員会生涯学習課長 
中央公民館長兼務 
市民図書館長兼務 
勤労青少年ホーム館長兼務 

竹之内    豊 君 
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教育委員会文化振興課長 
歴史民俗資料館長兼務 
長者ケ原考古館長兼務 

佐々木  繁 雄 君  監査委員事務局長 池 田  正 吾 君 

 

 〈事務局出席職員〉 

 

局 長 小 林  武 夫 君  次 長 猪 又    功 君 

主 査 室 橋  淳 次 君  主 査 石 崎  健 一 君 

 

 

 

〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（樋口英一君） 

おはようございます。 

これより平成２６年第２回糸魚川市議会定例会を開催いたします。 

欠席通告議員はありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

ここで会議に先立ち、５月２６日、伊井澤一郎副議長がご逝去されました。謹んで哀悼の意をあ

らわし、黙祷を捧げたいと思います。 

それでは皆さん、ご起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（樋口英一君） 

黙祷。 

〔黙  祷〕 

○議長（樋口英一君） 

黙祷を終わります。お直りください。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、８番、古川 昇議員、１６番、新保峰孝議員を指名いたします。 

 

日程第２．会期の決定 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第２、会期の決定を議題といたします。 

会期については去る６月２日、議会運営委員会が開かれておりますので、その経過と結果につい
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て委員長の報告を求めます。 

倉又 稔議会運営委員長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

倉又委員長。〔１７番 倉又 稔君登壇〕 

○１７番（倉又 稔君） 

おはようございます。 

去る６月２日に議会運営委員会が開催されておりますので、その経過と結果についてご報告をい

たします。 

本日招集されました平成２６年第２回市議会定例会に提出されました議案は、お手元に配付され

ております議案書のとおり、専決処分の承認を求めることについて６件、条例の一部改正について

３件、財産の取得について１件、市道の廃止及び認定についてそれぞれ１件、変更契約の締結につ

いて１件、補正予算３件の計１６件であります。 

協議の結果、このうち専決処分の承認を求めることについての６件につきましては、委員会の付

託を省略し、即決にてご審議いただくこととし、その他の議案については、それぞれ所管の常任委

員会に付託の上、ご審査をいただくことで、委員会の意見の一致をみております。 

なお、追加議案についてでありますが、フォッサマグナミュージアムリニューアル業務委託に係

る契約の締結について調整が整えば、一般質問最終日、１７日に追加で提案予定ということであり

ますので、よろしくお願いをいたします。 

また、本定例会の会期につきましては、本日６月９日から６月２６日までの１８日間とすること

で、委員会の意見の一致をみております。 

日程につきましては、お手元に配付の日程表をごらんください。 

次に、伊井澤副議長のご逝去に伴い追悼演説を行い、弔意をあらわすこととし、あわせて副議長

選挙を日程事項とすることで、委員会の意見の一致をみております。 

次に、請願の取り扱いについてでありますが、請願第２号、少人数学級実現に係る意見書の採択

を求める請願書、請願第３号、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書の採択を求める

請願書、請願第４号、「手話言語法」の制定を求める意見書の提出を求める請願書、請願第５号、

労働者保護ルール見直し反対を求める意見書の採択を求める請願書が受理されております。 

請願第２号及び第３号は、総務文教常任委員会に、請願第５号は、建設産業常任委員会に、請願

第４号は、市民厚生常任委員会に付託の上審査願うことで、委員会の意見の一致をみております。 

次に、発議第１号、上信越高原国立公園の分離における名称の選定で、妙高、戸隠に雨飾を含め

ることを求める意見書の提出がされております。本日、委員会の付託を省略し、即決にてご審議を

いただくことで、委員会の意見の一致をみております。 

次に、委員長報告についてでありますが、総務文教、建設産業及び市民厚生の各常任委員長から、

閉会中の所管事項調査についての報告をいたしたい旨、また、行政改革特別委員長から中間報告を

いたしたい旨の申し出があり、本日の日程事項とすることで、委員会の意見の一致をみております。 

次に、議会運営についてでは、防災服の着用基準と委員会集約の対応について協議がなされ、委

員会集約に対する行政の回答のあり方については、集約の内容により対応が異なることから、さら
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に取り扱いを調整することとしております。 

また、議会運営委員会及び建設産業常任委員会の委員１名の欠員については、委員会条例の改正

は行わず、今任期中、欠員のまま進めることで、委員会の意見の一致をみております。 

また、議会改革については、９月定例会に向け、引き続き協議を進めることとしております。 

次に、北信越市議会議長会及び全国市議会議長会の永年継続表彰の伝達、及び糸魚川市農業委員

会委員の推薦については、最終日の日程事項とすることで、委員会の意見の一致をみております。 

以上で、議会運営委員会の委員長報告を終わります。 

○議長（樋口英一君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日から６月２６日までの１８日間とし、委員長報告のとおり進めたいと思

います。 

これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本定例会の会期は、本日から６月２６日までの１８日間と決定いたしました。 

なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付いたしました日程表のとおりであります

ので、ご承知願います。 

 

日程第３．追悼演説 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第３、追悼演説を行います。 

去る５月２６日、ご逝去されました故伊井澤一郎副議長のご遺徳をしのび、追悼のまことを捧げ

たいと思います。 

古畑浩一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

古畑議員。 〔２０番 古畑浩一君登壇〕 

○２０番（古畑浩一君） 

去る５月２６日に、脳幹出血により急逝されました故伊井澤一郎副議長を悼み、糸魚川市議会を

代表して追悼演説をさせていただきます。 

伊井澤一郎氏は５月２５日、突如体調の不良を訴えられ、県立中央病院へ緊急搬送されたものの
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手の施しようもなく、翌２６日に永眠されました。日曜日であり、糸魚川総合病院への搬送ができ

ず、もし休日診療ができていたならば助かったのではないかと思うと、緊急医療体制の拡充、医師

確保という大きな命題を感じざるを得ません。 

森羅万象、生きとし生けるもの、形あるものは滅する定めであったとしても、余りにも突然であ

り、余りにも早過ぎるご逝去に惜別の情を断ちがたく、今なお信じることができません。残された

ご遺族の心中を察すれば言葉もございませんが、ただ、５月の連休には家族旅行、倒れられる前日

にはお孫さんの運動会に興じ、家族と夕べのひとときを過ごすなど、愛する家族に囲まれ幸せに包

まれておられたことが唯一の救いであったと思われます。 

伊井澤一郎氏は平成１１年、旧糸魚川市議会議員に初当選され、以来、旧市議会２期５年、合併

後の新糸魚川市議会３期９年、計５期１４年もの長きにわたって市議会議員を務められ、議会選出

監査委員、第５代副議長などの要職を務められ、市政の発展と議会運営に寄与し、平成２２年には、

全国市議会議長会及び北信越市議会議長会の１０年勤続表彰を受けられるなど、その功績は、まこ

とに大であります。 

また、地元西海地区で発生した大規模地すべり災害や産業廃棄物不法投棄問題などへの対応、解

決に当たり、地域住民の先頭に立ち、献身的にご尽力をされました。さらに林業振興、農業振興や、

携帯電話不感地域解消などにも力を注がれ、多大なる貢献を果たしてこられました。 

温和な人柄で義理人情に厚く、議会運営においても、地域の発展においても、かけがえのない人

材であったことは、万人の認めるところでありましょう。また、責任感の強い方で、体調不良で満

足に立つこともままならない体でも、一般質問を椅子に座って行う、強い意思を持った政治家でも

ありました。 

議会活動以外でも地元自治会の役員を歴任され、地域活性化の一環として海谷太鼓の創設にも尽

力し、みずからも太鼓打ちとして参加、女性や子どもを中心とした若い人材の発掘にも成功し、今

では飛躍的に技術も向上、海谷太鼓創立２０周年の記念事業を成功されたばかりでありました。 

６月２１日に開催される太鼓フェスティバルを前に行われました結団式では、多くの太鼓衆が、

そのご逝去を悼み、感謝を込めて黙祷を捧げ、涙しておりました。一旦は喪に服し活動自粛を決め

た海谷太鼓でしたが、地域活性化の思いを込めた伊井澤氏の遺志に報いるためにもと、活動の再開

を決めております。最後のお別れでも海谷太鼓の響きに送られました。あなたが愛情を注いだ海谷

太鼓は、今後とも聞くものに勇気と感動を与え続けてくれることでしょう。 

私と伊井澤氏との長いおつき合いの中で思い出は尽きませんが、平成１１年、初当選の議員で結

成され、長きにわたって友情を育まれた一三会のメンバーとともに、私の議長時代、美術館問題や

合併論議など混乱する議会運営に当たり、支えていただいたご恩は生涯忘れ得ぬものであり、深く

感謝をするものであります。 

ここに糸魚川市議会一同、慎んで哀悼の意をあらわすとともに、ご冥福をお祈り申し上げます。 

最後に、議会一丸となって、より市政の発展と市民の負託に応えていくことを故伊井澤一郎副議

長にお誓い申し上げ、追悼の演説といたします。 

さようなら。そして、ありがとうございました。 

平成２６年６月９日。糸魚川市議会一同、代表、古畑浩一。 

どうも失礼いたしました。 
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○議長（樋口英一君） 

大変ありがとうございました。 

ここで議事の都合により、暫時休憩いたします。 

申しわけありませんが、このままの態勢で数分程度お待ち願いたいと思います。 

 

〈午前１０時１８分 休憩〉 

 

〈午前１０時２０分 開議〉 

 

○議長（樋口英一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

 

日程第４．副議長選挙 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第４、副議長選挙を行います。 

議場の閉鎖を命じます。 

〔議場閉鎖〕 

○議長（樋口英一君） 

ただいまの出席議員数は１９人であります。 

投票用紙を配付させます。 

〔投票用紙配付〕 

○議長（樋口英一君） 

投票用紙の配付漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めさせます。 

〔投票箱点検〕 

○議長（樋口英一君） 

異状なしと認めます。 

念のため申し上げます。 

投票は単記無記名であります。 

投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、点呼に応じて順次、投票願います。 

点呼を命じます。 

議会事務局長。 

○議会事務局長（小林武夫君） 

それでは、お名前を申し上げます。 



 

－ 28 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

１番、笠原幸江議員、２番、斉木 勇議員、３番、渡辺重雄議員、４番、吉川慶一議員、６番、

保坂 悟議員、７番、田中立一議員、８番、古川 昇議員、９番、伊藤文博議員、１０番、中村 

実議員、１１番、大滝 豊議員、１２番、髙澤 公議員、１３番、田原 実議員、１５番、吉岡静

夫議員、１６番、新保峰孝議員、１７番、倉又 稔議員、１８番、松尾徹郎議員、１９番、五十嵐

健一郎議員、２０番、古畑浩一議員。５番、樋口英一議員。 

〔投  票〕 

○議長（樋口英一君） 

投票漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

投票漏れなしと認めます。 

投票を終了いたします。 

議場の閉鎖を解きます。 

〔議場開鎖〕 

○議長（樋口英一君） 

開票を行います。 

会議規則第３１条第２項の規定により立会人に、３番、渡辺重雄議員、７番、田中立一議員を指

名いたします。 

よって、両議員の立ち会いを願います。 

〔３番、渡辺重雄議員、７番、田中立一議員 立ち会い〕 

○議長（樋口英一君） 

投票の結果を報告いたします。 

投票総数１９票、これは先ほどの出席議員数に符合いたしております。 

そのうち有効投票１８票、無効投票１票、うち白票１票。 

有効投票中、大滝 豊議員１７票、吉岡静夫議員１票。 

以上のとおりであります。 

この選挙の法定得票数は５票であります。 

よって、大滝 豊議員が副議長に当選されました。 

ただいま副議長に当選されました大滝 豊議員が議場におられますので、本席から会議規則第

３２条第２項の規定により告知いたします。 

大滝 豊議員からご挨拶をいただきます。 

大滝 豊議員。 〔１１番 大滝 豊君登壇〕 

○副議長（大滝 豊君） 

おはようございます。 

まずもって、任期途中でお亡くなりになられました伊井澤一郎前副議長のご冥福をお祈り申し上

げます。 

今回、皆様のご推挙によりまして糸魚川市議会副議長の要職につかせていただくことになりまし

た大滝 豊であります。この上もなく光栄に存じますとともに、その責任の重大さを痛感している
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次第であります。 

樋口議長のもとで議会が公正に、しかも円滑に運営されますように、及ばずながら誠心誠意、努

力したいと思っております。 

議員皆様方のご支援をいただき、名誉ある席を汚さないように残任期間、一生懸命努力させてい

ただく覚悟でございます。よろしくご指導くださいますようお願い申し上げ、副議長就任の挨拶に

かえさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（樋口英一君） 

休憩中に、議会運営委員会の大滝副委員長から倉又委員長に対し、副委員長辞任願が提出されま

した。 

ここで議会運営委員会を開催のため、暫時休憩いたします。 

 

〈午前１０時３１分 休憩〉 

 

〈午前１０時３８分 開議〉 

 

○議長（樋口英一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

ただいま議会運営委員会が開かれ、大滝副委員長の辞任が許可され、新たに古川議員が副委員長

に選出されましたので、ご報告いたします。 

 

日程第５．行政報告 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第５、行政報告について。市長から行政報告の申し出がありますので、これを許可します。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

発言の機会を与えていただきましたので、行政報告をさせていただく前に、伊井澤一郎前副議長

のご逝去を悼み、一言お悔やみを申し述べさせていただきます。 

伊井澤前副議長におかれましては市議会議員として、そして副議長として、市政発展にご尽力を

賜り、その誠実なお人柄は非常に多くの人たちに慕われておられました。そのまたご活躍も非常に

顕著に受けとめさせていただいております。ご活躍をしのび、謹んでお悔やみ申し上げますととも

に、心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

それでは改めまして、平成２６年第２回市議会定例会の招集に当たりまして、一言ご挨拶申し上
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げます。 

議員の皆様方におかれましては、大変ご多用のところご参集いただき厚くお礼申し上げます。 

本定例会におきましては、専決処分の承認をはじめ条例の改正、財産の取得、補正予算など

１６件の議案のご審議をお願いいたしたいものであります。 

議案の内容につきましては、後ほどご説明をさせていただきますが、この機会に９点につきまし

て、ご報告申し上げます。 

最初に、職員の不祥事についておわびするとともに報告申し上げます。 

去る５月２２日、公然わいせつの容疑で逮捕された本市職員は、６月５日、富山地方検察庁から

起訴されました。市民の皆様の信頼を裏切る不祥事であり、心からおわびを申し上げます。 

当該職員に対しては、起訴されたことにより休職処分といたしましたが、起訴の内容及び公判の

状況を確認した上で、さらに厳正に対処することとしております。 

また、全職員に対して、これまで以上に規律の確保を図り、信頼回復に努めることを強く指導い

たしました。今後、市民の信頼回復に向けて、職員一丸となって全力で取り組んでまいります。ま

ことに申しわけございませんでした。 

２点目に、株式会社東食品の事業停止について、ご報告申し上げます。 

株式会社東食品は、市が整備した企業団地への新工場建設を断念した、株式会社クリエイトワン

フーズの親会社であり、本社を東京都江東区に置く魚介類加工卸売業として、能生地域桂地内の工

場で操業を行っておりましたが、資金繰りの悪化により事業停止となったものであります。 

東京商工リサーチの情報によりますと、負債総額は約２０億円が見込まれ、従業員は５月３０日

付で全員が解雇されたとのことであります。 

市といたしましては、糸魚川公共職業安定所と連携をし、解雇された従業員の方々への対応に努

めるとともに、今後とも動向を注視し、対応してまいりたいと考えております。 

３点目に、糸魚川小学校及びひすいの里総合学校の竣工式について、ご報告申し上げます。 

去る６月７日に糸魚川小学校において、糸魚川小学校及びひすいの里総合学校の竣工式を挙行い

たしました。 

両校は、相互の交流が図れる配置となるなど、小学校教育及び特別支援教育の中心的な役割を担

う学校として、環境に配慮し、子供たちが快適に学べるよう整備を進めてまいりました。これまで

の関係各位の絶大なるご理解とご協力、そしてご支援に対して改めて感謝を申し上げ、報告いたし

ます。 

４点目に、糸魚川駅前通りアーケード等整備事業について、ご報告申し上げます。 

糸魚川駅前銀座商店街振興組合では、４月に経済産業省の事業採択を受け、本日、工事契約を締

結することになっております。 

工期は、平成２７年１月３１日までとなっておりますが、県による県道の整備事業と工程調整を

行い、新幹線開業までに駅前アーケード、歩道及び車道の整備が完了する予定であります。 

５点目に、北陸新幹線列車走行試験について、ご報告申し上げます。 

今年度の列車走行試験が８月１日から始まる予定であり、８月５日には、Ｗ７系の新型車両が糸

魚川駅に来ますので、それに合わせて歓迎見学会を実施する予定であります。 

６点目に、体験教育旅行誘致促進事業について、ご報告申し上げます。 
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今年度から行っているこの事業は、これから夏場に向けて臨海学校をはじめとする９団体が予定

されており、冬場のスキー合宿を合わせると、延べ５,０００人を超える利用を見込んでおります。 

新たに大学関係の利用では、玉川大学硬式野球部約６０人が８月５日から９日間、美山球場で練

習し、シーサイドバレースキー場ホワイトクリフで合宿を行います。 

また、立教大学のチアリーディング、吹奏楽、応援団の約１２０人は８月１１日から１１日間、

上早川小学校、早川交流促進センターで練習し、焼山温泉で合宿を行います。 

いずれも練習は公開されますので、市民にＰＲするとともに、交流促進につなげてまいります。 

７点目に、糸魚川応援隊募集について、ご報告申し上げます。 

糸魚川応援隊は、糸魚川に愛着と興味をお持ちで、市外にお住まいの方たちから応援隊として登

録していただき、糸魚川の魅力の発信と糸魚川を訪れていただくことを目的といたしています。 

昨年立ち上げたチーム糸魚川の活動として取り組んでおり、北陸新幹線開業に向けて、糸魚川の

魅力、情報を応援隊の皆様からさらに発信していただくことで、交流人口の拡大につなげてまいり

たいと考えています。 

５月１２日から募集を開始し、６月６日現在の隊員数は９２人であり、引き続き隊員の増加に向

け取り組んでまいりますので、議員各位からもご協力をよろしくお願い申し上げます。 

８点目に、市単独景気対策について、ご報告申し上げます。 

糸魚川市合併１０周年記念プレミアム商品券は、市がプレミアム分１０％を補助し、糸魚川経済

団体連絡協議会が総額２億２,０００万円分を発行いたしたものであります。４月２７日から

３０日までの販売で、６月３日現在では、約４３％に当たる９，４４０万円ほどが換金されており

ます。 

業種別の利用状況は、建設業、工事業が約３２％、日用雑貨、食料品等の小売が約２５％、装飾

品、家電等の小売が約２１％などとなっております。 

住まいる環境リフォーム補助金第６弾は、５月１９日より募集を行い、６月６日で締め切らせて

いただきました。申請件数は５５５件であり、申請総額５,２６８万５,０００円となっております。 

このうち、過去に交付決定を受けた方を除く４３２件、４,１０９万１,０００円について、今回、

交付決定する予定であり、対象工事費は約４億８,０００万円であります。 

消費税引き上げによる消費の落ち込みを防ぐ目的で実施いたしましたが、これらの事業が市内で

の購買やリフォームのきっかけとなり、地域経済の活性化に寄与するものと考えております。 

最後に、今年度公共事業関係予算の当初内示状況について、ご報告申し上げます。 

お手元に配付いたしました「行政報告参考資料」をごらんください。 

まず、平成２６年度予算の市営事業については２８件で、概算１０億７,０００万円の内示があ

りました。県営事業につきましては２９件で、概算３４億４,０００万円、国の直轄事業は８件で、

概算５３億６,０００万円、その他、土地改良区は１件で、約４,０００万円となっております。 

なお、２枚目の平成２５年度国の経済対策に係る内示につきましても、繰り越しにより実質

２６年度実施事業となりますことから、あわせてごらんください。 

平成２６年度予算との合計では、概算で１３２億４,０００万円となっております。 

なお、詳細につきましては資料のとおりでありますが、補助事業の採択状況により、事業費が変

更となる場合もありますのでご了承願います。 
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以上、ご報告申し上げました。 

議会並びに議員の皆様からの特段のご理解とご協力を賜りますようお願いを申し上げまして、招

集のご挨拶とさせていただきます。 

○議長（樋口英一君） 

これで行政報告は終わりました。 

ここで１１時５分まで、暫時休憩いたします。 

 

〈午前１０時５１分 休憩〉 

 

〈午前１１時０５分 開議〉 

 

○議長（樋口英一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

 

日程第６．所管事項調査について 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第６、所管事項調査についてを議題といたします。 

本件については閉会中、それぞれ常任委員会が開かれ調査を行っておりますので、その経過と結

果について委員長の報告を求めます。 

松尾徹郎総務文教常任委員長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

松尾委員長。 〔１８番 松尾徹郎君登壇〕 

○１８番（松尾徹郎君） 

おはようございます。 

所管事項調査報告を行います。 

総務文教常任委員会では、去る５月２６日に所管事項調査を行っておりますので、主な内容と経

過についてご報告いたします。 

調査項目につきましては、権現荘リニューアル事業について、能生体育館整備事業の概要につい

て、及び市民会館リニューアルについてであります。 

初めに、権現荘リニューアル事業についてご報告いたします。 

当初、基本設計の図面をもとに所管事項調査を行う予定でありましたが、設計者と行政側との協

議が長引いたため、基本設計が提示されない中での委員会開催となりました。 

設計者側との協議のポイントとなった点については、当委員会で説明してきた改修内容と設計内

容と整合性がとれているかどうか、改修内容が利用客の満足度向上につながるかどうか、お客様の

動線と従業員の作業動線が改善されるかどうか、宿泊施設と日帰入浴施設のエリアが分けられてい

るか、工事スケジュール及び工事手順について、改修工事が当初計画の予算範囲内でおさまるかの 
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以上、６点であります。 

したがいまして、基本設計を基にしての所管事項調査を行わず、現在までの経過と今後のスケジ

ュールについて調査を行っておりますのでご報告いたします。 

委員より、全体のスケジュールからいって、きょうの委員会に必要資料を提出しなければ、予定

どおり事業が進まない。行政の落ち度と言わざるを得ない。気を引き締めてしっかりとやってほし

いとの厳しい意見が出ております。 

また、完成品でないとしても現段階での設計をもとに委員会としての意見を聞き、生かすことに

より、さらによいものになると考えるがとの質疑に対して、本日、委員会にお示しできるものと考

え日程調整をしたが、現在、設計業者と調整中であり、６月定例会において、実施設計の部分も手

をかけながら進めたい。また、基本設計に対する委員会意見も踏まえた上で、最終調整を図りたい

との答弁であります。 

また、工事期間中の営業についてはどのようになるのか、工事の手順により休館日も考えられる

がどうかとの質疑に対しては、工事箇所により休館日も必要になる。現在のところ工事手順、工事

箇所の期間について調整中であり、休館日等の日程については、現段階では具体的には言えない状

況であるとの答弁であります。 

また、指定管理者制度移行については２年後と言わず、設計、工事に入った段階から募集をかけ

ていくべきである。改修内容も大切であるが、早期に指定管理者制度へ移行するということで、委

員会として今回の改修工事に了解をしたわけである。しかし、このままでいくと、当初計画から

１年以上もおくれることになるだけに、早期に具体的なものを委員会に示していただきたいとの意

見に対し、副市長より、設計図が間に合わなかったことについては大変申しわけないと思う。 

また、指定管理者への移行については、実施設計ができた段階で募集作業を行いたいと考えてい

る。まずは今までの委員会での意見を参考にしながら、慎重に検討しているということだけは、ご

理解願いたいとの答弁であります。 

以上で、権現荘リニューアル事業についての報告を終わります。 

次に、能生体育館施設整備事業についてご報告いたします。 

初めに行政側から、施設概要と当初計画より資材及び労務単価の高騰、並びに消費税率の改定、

また、委員会より要望のあった冷暖房完備の施設に変更したいためなどにより、工事金額が約１億

２,０００万円増となったことについて説明を受けた後、質疑に入っております。 

委員より、冷暖房完備にしていただいたことに感謝する。各市町村の体育施設と比較した場合、

糸魚川市の体育施設状況はかなり見劣りがする。ぜひ体育施設全般について検証し、改善していっ

てほしいとの意見が出ております。 

また、文化機能としての音響面についてはどうかとの質疑に対しては、講演会等における音響に

ついては十分可能であるが、文化、芸能面から見た場合、そこまでの音響設備については予定して

いないとの答弁であります。 

以上で、能生体育館施設整備事業の概要について報告を終わります。 

次に、市民会館のリニューアルについてご報告いたします。 

初めに担当課より、施設整備の変更点について説明がありました。 

まず、ホール内の反響板と壁天井に同一のグラデーションをかけた点。また、１階のエントラン
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スホール及び２階部分において鉄骨の色と壁の色を白に統一した点、さらにはステージ天井部分に

ついては、当初、つり天井で整備する予定であったが、建築基準法の改定等に伴い取りつけ型に変

更したため、工期がおくれることが予想される。また、かねてより検討事項になっていた喫煙所に

ついては、出演者側にも１カ所設置し、計２カ所設置することにしたいとの説明を受け、質疑に入

っております。 

委員より、喫煙所については２階、３階部分においても、何らかの工夫ができないのか配慮願い

たい。また、耐震補強のため、つり天井から取りつけの天井に変更になることにより追加補正はな

いのか。今後、市民会館を利用したさまざまなイベントが予想されるが、スケジュール調整につい

てはどうなっているかとの質疑に対して、天井の取りつけ方法変更における補正はないが、消費税

率の改定や、資材高騰等に伴うものについては、今後、補正対応も必要になる。 

なお、３月１日開館予定については変更とならないよう、現場とも調整を図りながら対応してい

るところであるとの答弁であります。 

また、今後の管理運営体制については、どのように考えているのかとの質疑に対しては、９月ご

ろまでには方針を決定したいと考えている。仮に指定管理者制度を採用するにしても制度の手続上

の問題や、クリアしなければならないさまざまな課題があるだけに、指定管理者制度導入の効果、

直営管理した場合との比較、業務仕様書の作成、経営計画書などについて、関係機関、理事者との

協議を重ねる必要があると思う。その上で、委員会のご意見をいただきたいと考えているとの答弁

であります。 

その他の質疑につきましては、議事録のとおりであります。 

以上で、総務文教常任委員会、所管事項調査報告を終わります。 

○議長（樋口英一君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本件については、委員長報告のとおり了承することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本件は委員長報告のとおり了承することに決しました。 

次に、保坂 悟建設産業常任委員長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

保坂委員長。 〔６番 保坂 悟君登壇〕 

○６番（保坂 悟君） 

おはようございます。 
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去る５月２６日、建設産業常任委員会を開催し、調査を行っておりますのでご報告いたします。 

今回の調査項目は、農林水産業の振興と整備についてで、県営林道放山線の進捗状況について、

現地視察を含めた調査を行っております。 

林道放山線については開設後、なかなか延長が延びないことから、平成２１年度の新潟県の再評

価委員会において、費用対効果で非常に厳しい意見があったところであり、今年度は再度、再評価

委員会にかかる予定となっております。 

市では、ことし３月に、林道放山線利用促進計画報告書も作成し、全線開通に向けた取り組みが

進められているところであります。 

当日は、上早川地区の糸魚川工区に入り、昨年整備されて、焼山などの山々や上早川地域が一望

できる、とや展望台も視察してまいりました。 

委員からは、利用促進計画の内容を評価し、事業も着実に進んでいることから、このままの事業

継続と早期の全線開通を望む意見がほとんどでありました。 

平成３１年度までの事業計画期間でありますが、全線開通しなくても取り組めることを進めてほ

しいという意見には、能生地域における天然林改良や、森林の総合利用としての展望台整備による

誘客に既に取り組んでいるところであるとの答弁がなされております。 

利用促進計画の中には子供やシニア向けの森林体験もあり、評価できるものでありますが、林業

に興味のある高校生や大学生の新卒者向けや、青年層向けの林業体験事業を検討するよう要望いた

しました。 

また、林道整備で伐採された雑木の利活用策として、かつて行われていた炭焼きのデモ事業とし

ての復活やクラフト作家への雑木提供のほか、魚沼市でのＮＰＯの取り組みなどの例も挙げて、林

道の総合活用という点での交流人口、定住人口の拡大のための提案や意見も出されました。 

そのほかにも若干の質疑、意見がありましたが、割愛をいたします。 

以上で、建設産業常任委員会の所管事項調査報告を終わります。 

○議長（樋口英一君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本件については、委員長報告のとおり了承することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本件は委員長報告のとおり了承することに決しました。 

次に、中村 実市民厚生常任委員長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 
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中村委員長。 〔１０番 中村 実君登壇〕 

○１０番（中村 実君） 

おはようございます。 

市民厚生常任委員会では、閉会中の５月２日に所管事項調査を行っておりますので、その経過と

結果についてご報告申し上げます。 

調査項目は、１．一般廃棄物最終処分場について、２．糸魚川保健センターの耐震改修工事につ

いて、３．区域外一般廃棄物の搬入事業計画（案）の概要についてであります。 

当日の日程は、午前９時３０分より、一般廃棄物最終処分場と糸魚川保健センターの現地視察を

行い、午後から机上調査を行っております。 

まず、午後の机上では、一般廃棄物最終処分場について、委員から、敷地内で影響を受けた水が、

下の耕作地のほうへ入っていないということを明らかにしていく必要があり、その辺の計画を市民

の皆さんに、わかりやすい形で周知していく必要があると思うがとの質問に対し、基本的には適正

化工事の計画前と、実施時、工事終了後の維持管理といった面について、大野地域の人たちに現地

説明を重点的に行っていこうと思っている。 

また、水田の耕作に、ここの水が一部流入していくというところがあることから、この廃棄物層

を通る水については、きちんと水処理施設を通し、なおかつ、その水質についても検査をして公表

していくことで、安心感を持ってもらいたいと思っているとの答弁がありました。 

他の委員からは、再生事業の関係で大野の方とは、現時点で一定の方向性は見えたということで

理解してよいかという質問に対し、再生事業については、まだ全員が納得したというような状況で

はない。そういった中で、跡地利用を含め、このあり方がどうあるべきなのかということも詳しく

説明しながら、できるだけ意思疎通をしていきたいとの答弁がなされました。 

また、委員からは、再生という問題が非常に大きな問題であるので、慎重にやるようにとの要望

がありました。 

次に、糸魚川保健センターの耐震改修工事について、委員からは、１階の窓部分に耐震壁をつく

るということだが、窓がなくなると部屋の解放感や明るさが半分になる。耐震改修工法として用い

られている鉄骨のブレース等による耐震補強にすることにより、窓をそのまま利用できると思う。 

また、エレベーターについて、現在の建物の構造上の理由から、一番奥にエレベーターをつけた

いということであるが、それより手前の部分にエレベーターを設置することは、工法的には可能で

はないか。また、費用に関しても、著しい工事費のアップということは考えられないことから、エ

レベーターの位置の見直しはどうかとの質問に対し、まず、耐震壁については、窓をＲＣの鉄筋コ

ンクリートの壁にすることにより、効率よく、短期間に耐震化ができるといったことから、今回の

工法を設定させていただいた。 

一方、ブレース工事は、柱やはりを露出させてから、ブレースを固定するという工事も入ってく

ることから、費用のほうもかかり、工期も少し余分にかかる。 

また、エレベーターの位置については、現地調査で何人かの委員からも意見をいただいている。

構造上の理由で位置を選んだということと、２階の受付業務など、保健師などの事務従事者の意向

の中で出てきたものであるが、ご意見をいただいたように、手前に設置できるか検討させていただ

きたいとの答弁がありました。 
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委員からは、福祉や医療に関係した施設を考えるときには、新潟県福祉のまちづくり条例とあわ

せて、今、どういう施設が求められているかということをしっかりと理解した上で基本計画をつく

って、実施設計にもっていくという手順を踏んでもらいたいとの要望がありました。 

次に、区域外一般廃棄物の搬入事業計画（案）の概要については、上越市と粟島浦村のごみ処理

施設から排出される主灰、飛灰などについて、上越市はエコパークいずもざき、粟島浦村は村上市

の最終処分場から受け入れの抑制依頼があり、受け入れ先などが決まるまで間、明星セメントで処

理をする計画があるということで、委員会の冒頭、休憩中に、明星セメントから計画の概要につい

て説明を受け、その後、行政側と質疑を行い、委員からは、平成２６年度以降の受け入れ抑制の依

頼があったということで、当市もエコパークいずもざきにお願いしているものがあるが、当市には

受け入れ抑制の依頼はないのかとの質問に対し、当市にも、エコパークいずもざきから抑制の依頼

があり、一部、し尿処理から出る残渣については、明星セメントのセメント原料化や、その他一部、

県外の民間処分場で処理ということで検討を行い、ことしから、そのように行っているとの答弁が

ありました。 

そのほか若干の質疑はありましたが、特段報告する事項はありません。 

以上で、市民厚生常任委員会の委員長報告を終わります。 

○議長（樋口英一君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本件については、委員長報告のとおり了承することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本件は委員長報告のとおり了承することに決しました。 

 

日程第７．行政改革について 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第７、行政改革についてを議題といたします。 

行政改革特別委員会に付託中の本件について、同委員長から中間報告を行いたい旨の申し出があ

りましたので、これを許します。 

伊藤文博行政改革特別委員長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

伊藤委員長。 〔９番 伊藤文博君登壇〕 
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○９番（伊藤文博君） 

行政改革特別委員会では５月１２日に付議事件調査を行っておりますので、主な内容をご報告い

たします。 

糸魚川市行政改革大綱、実施計画についてでは、行政改革大綱について、昨年の市長選挙時の市

長公約について総合計画や行政改革大綱に改訂版として盛り込むべきという委員会の意見を取り入

れて一部改訂した行政改革大綱についてと、毎年ローリングの３年間の実施計画について調査を行

いました。 

大綱、実施計画ともに案の段階で調査を行っていて、確定したものを全議員に配付済みですが、

改めて説明を受けて、質疑を行ったものであります。 

さまざまな計画策定、実施検証などの場面で市民の声を聞くとして市民委員会を組織しているが、

行政が立てた計画の追認機関に終始しているのではないか。白紙状態で活発な意見を聞くような委

員会運営が必要なのではないかという質疑に対し、民間の各種団体からの選出委員、あるいは公募

委員等で行政改革推進委員会などを設置しているが、ほとんど同様なスタイルでやっている。 

行政とすれば、できるだけ市民の声を聞きたいということでやっているわけだが、行政主導にな

っているのではないかという意見もある。そのようなことを踏まえて各種委員会をつくって、すぐ

に市の原案を提案するのではなくて、白紙の段階で意見を聞くということも１つの方法であると考

えているので、少しずつ改善をしたいと答弁がありました。 

大綱の改正点については、改めて今回報告することはありません。 

企画主幹の配置についてでは、企画主幹の配置目的についてと、各部長の重点推進業務の内容に

ついて説明があった後、各部に部長直属の職員として企画主幹を配置し、部内における新たな重要

課題に対する企画及び調整を行うという目的。また、その各部の重点推進業務については理解でき

た。しかし、企画主幹は部長補佐ではなくて課長補佐になっているが、どのような役割を果たすの

か。また、その立場で機能するのかという質疑に対し、課長補佐と部長直属の企画主幹を兼務して

いて、通常、課長補佐が兼務する係長兼務は行っていない。企画にかかわることでは課長以上の立

場ともなる。 

取り組んだばかりで、計画、試行的な段階であり、部長が出る市政運営会議にもオブザーバー参

加をして、市の重点事業について一緒に協議をしながらやっている。もう少し時間がたてば、より

機能が高まると思う。決裁は部長、課長で、企画は企画主幹ということであると答弁があり、各課

に企画担当者はいるのか、各課と企画主幹の連携調整はどのように行われるかなど、部としての調

整はどのように行われるのかという質疑に対し、各課に企画担当は置いていない。課長がその任に

当たり、課ごとの役割分担の中で企画調整が必要な場合には部長が行うが、その部長の業務を補佐

するために企画主幹を置いた。具体的には、企画主幹が課を越えて連携が必要なものについての調

整とか、打ち合わせの機会をつくることになる。課長が集まるような機会を設定するというような

ことは、企画主幹が部長と連携をとって進めていくと答弁がありました。 

企画主幹がそれだけ重要な役割でありながら、議会の委員会に出席していないのはなぜか。常に

出席して、審査内容を企画に生かしていくべきである。本当にその役割を自覚しているのか疑問で

あるという強い意見が出されています。 

指定管理者制度業務評価の実施についてでは、指定管理者を評価した上で、業績の悪いものにペ



－ 39 － 

＋ 

ナルティーを科すことも必要である。その場合、契約条項に盛り込むべきであるがどうか。また、

収益性がある施設で指定管理者が収益を上げることが地域性からいって非常に困難である。評価し

た上で、指定管理者制度の適用が適正かどうかも判断するべきと考えるがいかがかという質疑に対

し、評価内容によって、指定管理者にやめてもらうくらいの協定もできるのではと考えている。ま

た、評価委員会で評価結果をまとめるときに、その施設が指定管理者制度に望ましいかどうかを判

断していきたいと答弁されております。 

付議事件調査は以上で終了し、その後、行政出席のもとで委員会の自由討議を行っております。 

自由討議の目的ですが、前回の委員長報告でもお伝えしたとおり、これまでは糸魚川市の行政改

革大綱や実施計画に沿った審査を行ってきましたが、この後は、委員会での市外調査や各会派の政

務活動、日常の議員活動での情報収集、体験内容と照らし合わせて、糸魚川市の取り組みの不足な

どに踏み込んだ、当特別委員会の提案型の進め方を行いたいために行ったものであります。 

事前に委員から、今後、糸魚川市が取り組むべき行政改革の内容について意見を提出してもらい、

自由討議の課題としたものであります。 

各委員から事前に提出された課題は大きく分けると、職員の意識改革、能力開発６件、業務改善

４件、民間委託等の推進５件、組織、マネジメントの見直し２件、資産、債務改善１件、その他

６件であります。 

各委員より、大変多くの意見、事例が事前に提出され、それぞれについて提出委員からの説明の

後、意見交換を行いました。 

再度説明しますと、市の行政改革大綱、実施計画についての審査が一巡した後のこれからが、行

政改革推進を図る特別委員会として最も重要な段階であると考え、自由討議という機会を持ったわ

けでありますが、初めてのことでもあり、かみ合わない場面もありましたが、活発な意見交換が行

われました。行政側も自由討議に立合い、一部始終を聞いておりますので、委員会側の趣旨も伝わ

ったものと考えています。 

今後、正副委員長で委員会調査の内容、日程調整を行うことを確認して、自由討議を終了してお

ります。 

以上で、行政改革特別委員会の付議事件調査報告を終わります。 

○議長（樋口英一君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本件については、委員長報告のとおり了承することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、ただいまの委員長報告のとおり了承することに決しました。 
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日程第８．議案第６９号から同第７４号まで 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第８、議案第６９号から同第７４号までを一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明申し上げます。 

議案第６９号は、市税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告でありまして、地方税法の一

部改正によるものであります。 

主な改正点は、耐震基準適合家屋の固定資産税減額措置などであります。 

議案第７０号は、都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告でありまして、地方税

法の一部改正によるものであります。 

主な改正点は、期間満了となった固定資産税等の特例について、条文の整備を行ったものであり

ます。 

議案第７１号は、国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告でありまして、地

方税法の一部改正によるものであります。 

主な改正点は、課税限度額の引き上げと、軽減措置の拡充であります。 

議案第７２号は、平成２５年度一般会計補正予算（第８号）の専決処分の報告でありまして、歳

入歳出それぞれ１億２,７２３万９,０００円を追加し、総額を３２５億９,５２３万２,０００円と

いたしております。これは事業費が確定したことに伴う整理補正が主な内容であります。 

なお、繰越明許費の補正は第２表、地方債の補正は第３表のとおりであります。 

議案第７３号は、平成２５年度国民健康保険診療所特別会計補正予算（第４号）の専決処分の報

告でありまして、内容は、繰越明許費の補正であります。 

議案第７４号は、平成２５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の専決処分の報告で

ありまして、歳入歳出それぞれ４６１万８,０００円を追加し、総額を１０億５,１７０万

１,０００円といたしております。 

詳細につきましては、この後、所管の部・課長が説明をいたします。 

以上でありますが、ご承認くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

岩﨑市民課長。 〔市民課長 岩﨑良之君登壇〕 

○市民課長（岩﨑良之君） 

議案第６９号、市税条例の一部を改正する条例の専決処分について、ご説明をさせていただきま
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今回の改正は、平成２６年度税制改正を実施する他の地方税法等の一部を改正する法律が、本年

３月２０日に成立し、３月３１日に公布されましたことに伴いまして、当市の平成２６年度市税の

賦課に反映させるため、３月３１日付で専決処分を行ったものでございます。 

主な改正点でありますが、議案書３ページの１２行目、ページの中央付近ですが、附則第８条の

改正は、肉用牛の売却による事業所得の課税の特例適用期限が平成２７年度までとなっていました

が、これを３年間延長し、平成３０年度までとするものであります。 

附則第１０条の２の第８項の追加は、耐震改修が行われた要安全確認計画記載建築物等に対する

固定資産税の減額措置が創設されましたことから、その適用の際の申告について定めたものでござ

います。 

４ページをお願いいたします。 

２行目からの附則第１０条の３の改正は、平成２４年度の税制改正において導入されました地域

決定型地方税制特例措置、通称わがまち特例によって、固定資産税の課税標準の特例５件の軽減率

を、法律で定めます上限・下限の範囲内で決定するものでございます。 

第１項では、水質汚濁防止法に規定する特定施設等を設置する工場等の汚水または廃液の処理施

設等について。第２項では、大気汚染防止法に規定する指定物質排出施設から、排出または飛散す

る指定物質の抑制に資する施設等について。第３項では、土壌汚染対策法に規定する特定有害物質

の排出、または飛散の抑制に資する施設等について。第７項では、水防法に規定する地下街等にお

ける洪水時の避難の確保及び浸水の防止を図る設備について。第８項では、フロン類の使用の合理

化及び管理の適正化に関する法律に規定する機器につきまして、それぞれ課税標準に乗じる特例割

合を定めたものであり、法律で示した標準的な特例割合を用いております。 

１３行目、ページ中央付近ですが、附則第１７条の２の改正は、優良住宅地の造成等のために土

地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る課税の特例として、税率３％が２,０００万円までは

１.４％となっているものでございますが、その適用期限が平成２６年度までとなっていることか

ら、これも３年間延長し、平成２９年度までとするものでございます。 

第２０条の改正は、移行一般社団法人等に係る非課税措置の廃止等に伴うものでございます。 

なお、改正附則でございますが、第１条で施行期日を平成２６年４月１日とし、第２条では市民

税、第３条では固定資産税の経過措置を規定しております。 

続きまして、議案第７０号、都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分について、ご説明

をさせていただきます。 

これにつきましても地方税法の一部改正が本年３月３１日に公布されましたことに伴い、当市の

平成２６年度の都市計画税の賦課に反映されるため、同日付で専決処分を行ったものでございます。 

主な改正点でありますが、地方税法の附則第１５条の固定資産税等の賦課標準の特例に関する規

定の特例期間が満了となりました第２０項、２７項の港湾施設の削除などによりまして、項ずれ等

が生じましたことから、その修正を行うものでございます。 

なお、改正附則では、施行期日を平成２６年４月１日とし、経過措置を規定させていただいてお

ります。 

次に、議案第７１号、国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分について、ご説明を
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させていただきます。 

これにつきましても地方税法等の一部改正が、本年３月３１日に公布されましたことに伴い、当

市の平成２６年度の国民健康保険税の賦課に反映させるため、同日付で専決処分を行ったものであ

ります。 

主な改正点でありますが、課税限度額を４万円引き上げますとともに、軽減措置規定について整

備させていただいたものでございまして、あわせて条番号の整理を行っております。条番号の整理

につきましては、これまで第１７条が最後の条文でしたが、これを３１条とする中で、途中の第

６条の２や第６条の３などを第７条、第８条などに改めるなどして、条や項の番号など繰り下げや、

条文の整備を行っております。 

内容の具体的な改正といたしましては、第３条及び第１条で、後期高齢者支援金及び介護納付金

分の課税限度額をそれぞれ２万円引き上げ、限度額を７７万円から８１万円に引き上げております。 

また、軽減措置規定につきましても第１１条で規定しており、５割軽減及び２割軽減の対象とな

ります世帯所得の上限が引き上げられまして、適用範囲を拡大するものでございます。 

なお、５ページの改正附則では、今回の改正で条番号を整理したことに伴いまして影響する関係

条例の一部改正を、改正附則第３条及び第４条で行ったものでございます。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

議案第７２号、平成２５年度一般会計補正予算（第８号）の専決処分の内容について、説明をさ

せていただきます。 

今回の補正は例年のとおり、３月３１日付で整理補正を行ったものであり、第１条では、歳入歳

出それぞれ１億２,７２３万９,０００円追加し、歳入歳出それぞれ３２５億９ ,５２３万

２,０００円といたしたものであります。 

今回の補正の主なものは、基金積立金の追加と、事業費の確定に伴う財源変更であります。 

それでは、歳入歳出とも事項別明細書で説明をいたします。 

予算書の１６、１７ページをお願いいたします。 

歳出の主なものを説明いたします。 

２款、総務費、１項３目、財産管理費の２６、基金積立金では、減債基金積立金で５,５３５万

円、まちづくり基金積立金で７,０００万円の追加、４款、衛生費、３項２目、塵芥処理費の３３、

一般廃棄物最終処分場適正化事業では、工事の一部が次年度へ繰り越しとなったことから地域の元

気臨時交付金が充当できず、環境施設整備基金を充当することに伴う財源変更であります。 

次に、歳入の主なものを説明いたします。 

予算書の１２、１３ページをお願いいたします。 

１０款、地方交付税は、普通交付税２,３７４万５,０００円の追加、ページをおめくりいただい

て、１４、１５ページであります。 

１８款、繰入金では、環境施設整備基金ほか基金繰入金で１億２,４５５万円の追加であります。 
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次に、６ページをお願いいたします。 

第２条関係の繰越明許費の補正は、第２表のとおりであり、繰越明許費の追加につきましては、

障害者自立支援諸費ほか６事業、繰越明許費の変更につきましては、小学校営繕事業の１事業であ

り、金額につきましては記載のとおりであります。 

次に、７ページをお願いいたします。 

第３条関係の地方債の補正は、第３表のとおりであり、地方債の変更につきましては、老人福祉

事業ほか１事業で、限度額４３０万円の追加であります。 

以上で、平成２５年度一般会計補正予算（第８号）の説明を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

山本健康増進課長。 〔健康増進課長 山本将世君登壇〕 

○健康増進課長（山本将世君） 

それでは議案第７３号、平成２５年度国民健康保険診療所特別会計補正予算（第４号）の専決処

分の内容について、ご説明をいたします。 

内容につきましては、繰越明許費の補正であります。 

予算書の４ページをお願いをいたします。 

診療所整備事業の建築工事の一部が、平成２６年度へ繰り越しとなりましたことから、繰越明許

費として４,２５３万２,０００円を補正いたしたいものであります。 

なお、平成２６年５月末現在の工事出来高は計画どおりの進捗状況であり、本繰越明許に伴う工

期への影響はございません。 

続いて、議案第７４号、平成２５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の専決処分の

内容について、ご説明をいたします。 

今回の補正は、歳入歳出それぞれ４６１万８,０００円を追加いたしまして、歳入歳出それぞれ

１０億５,１７０万１,０００円といたしたいものであります。 

内容は、後期高齢者医療保険料の確定に伴います精算でございます。 

予算書の１２、１３ページをお願いをいたします。 

歳出におきましては、２款１項１目、１の後期高齢者医療広域連合納付金におきまして、納付金

といたしまして４６１万８,０００円の追加でございます。 

次に、お戻りいただきまして、予算書の１０ページ、１１ページをお願いをいたします。 

歳入におきましては、１款１項１目、特別徴収保険料の１、現年度特別徴収分といたしまして

３２１万８,０００円を、２目、普通徴収保険料の１、現年度普通徴収分といたしまして１４０万

円を追加したいものでございます。 

以上で説明を終わります。 

○議長（樋口英一君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 
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倉又議員。 

○１７番（倉又 稔君） 

補正予算の第８号ですかね、これで青海地域の振興基金５,５３５万円ですか、これ全額を減債

の積立金にしたわけでしょうかね。この内容を少し教えてもらいたいです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

倉又議員の今のご質問は一般会計補正予算（第８号）の中の、歳出で言いますと２款１項３目の

財産管理費の中の減債基金積立金についての内容のご質問だと思います。 

この減債基金積立金の中身につきましては倉又議員の言われるとおり、青海地域におけます公民

館支館の整備に係る合併特例債の充当事業でありますけども、その３０％相当額を減債基金に積み

立てるということで、これまで実施をしてきているものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

倉又委員。 

○１７番（倉又 稔君） 

これですね、我々はだけど内容を、それ聞いてないですね。これ公民館支館といえども市の財産

でしょう。何で振興基金を使わなくちゃならないんです、振興基金として積み立てなくちゃならな

いんですか、減債基金として振興基金を。この辺の内容を、詳細に説明してもらいたいと言っとる

んです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

青海の公民館支館の整備につきましては、青海振興基金を充当するということで議会の議決をい

ただき、実施をしてきたところであります。そのうちの財源の一部といたしまして、合併特例債を

充当いたして整備をいたしております。合併特例債の返済部分につきましても、元利償還に係る部

分をあらかじめ減債基金に積んで、後年度の返済に充てるということで、青海振興基金を公民館支

館の整備に充てるという中で、ご了解を得て進めてきたところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

倉又委員。 

○１７番（倉又 稔君） 

確かに議会で議決を経てきたと言えば、それまでかもしれませんが、やはり青海の振興基金とい

うのは、青海地域の振興のために役立てているんですよ。それを本来、いつも言いますけども、こ

れは一般財源でやる仕事でしょう。何で基金があるからというて、ここから出すんですか。この辺
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をこれから整理していかないと青海地域の振興基金、まだまだこれからもう少し期間が延長された

として、使い道はまだ幾らでもあるんですよ。この間みたいに須沢の遊具みたいなのに使ったり、

結局、あれだって一般財源でやる仕事でしょう。基金をもう少し大事に使ってもらわんと困るんで

すよ。そこだけ聞いて質問を終わりますけどね、もう１回答えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

青海の振興基金につきましては、その設置目的に沿って使っていくということが基本でございま

す。青海地域審議会の皆さんからご審議をいただきながら、その意見を基本といたしまして予算に

計上し、今後も有効に活用してまいりたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

倉又委員。 

○１７番（倉又 稔君） 

青海の地域審議会、それで使い道を決めて、それでここへ提出されてくるというのは承知してま

す。地域審議会の連中は、これははっきり言って内容がわからんですよ。これは地域振興に使うも

のか、はっきり言ってあの遊具や何か、これは地域振興基金で本来はやるもんじゃないですって、

あなた方はそれ説明しましたか、地域審議会で。わかりもせんもんを挙げてきて、ああ、地域審議

会でもう決定しましたから予算化します、こんなばかな話ないでしょうがな。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

ただいまご質問のありました、平成２６年度予算に計上いたしました須沢地区での遊具の整備に

つきましても青海地域審議会の中では、一般財源でやる仕事としてもできるんではないかというよ

うな、審議の過程において、そのようなご意見もございました。 

結果といたしましては、既に名引地区に整備をしている公園の遊具がございます。今後、２つ目

の整備をするということについては地域バランス等から、かなり整備の状況が後になることも予想

されると。そういう中で、より早く実施をしてほしいというのが青海地域審議会におけます意見で

ありまして、平成２６年度の当初予算に計上し、整備を進めていきたいということで話を整理をさ

せていただいたところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

倉又委員。 

○１７番（倉又 稔君） 
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今後、今回の２６年度の予算に上がってきたような遊具だとかこういうもの、地域審議会で上が

ってきても、今度はこういう使い方するなら私は徹底的に反対していきますから、その分だけ承知

しといてください。 

以上です。 

○議長（樋口英一君） 

ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本案については会議規則第３７条第３項の規定により、委員会の付託を省略いたしたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案については委員会の付託を省略することに決しました。 

これより討論に入りますが、ただいまのところ討論の通告はありませんので、討論なしと認め、

これにて討論を終結いたします。 

これより議案第６９号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり承認することに決しました。 

次に、議案第７０号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり承認することに決しました。 

次に、議案第７１号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり承認することに決しました。 

次に、議案第７２号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり承認することに決しました。 

次に、議案第７３号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり承認することに決しました。 

次に、議案第７４号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり承認することに決しました。 

昼食時限のために１３時まで暫時休憩します。 

 

〈午後０時０１分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（樋口英一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

 

日程第９．議案第７５号及び同第７６号 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第９、議案第７５号及び同第７６号を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明申し上げます。 

議案第７５号は、火災予防条例の一部改正についてでありまして、消防法施行令の改正に伴い、

所要の改正を行いたいものであります。 
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議案第７６号は、財産の取得についてでありまして、救助工作車の老朽化に伴い、消防活動の迅

速化を図るため車両の更新をいたしたいものであります。 

取得予定価格は９,９３６万円で、契約の相手方は、株式会社マルトミ糸魚川営業所であります。 

以上でありますが、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（樋口英一君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案については、総務文教常任委員会に付託いたします。 

 

日程第１０．議案第７７号から同第７９号まで 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第１０、議案第７７号から同第７９号までを一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明申し上げます。 

議案第７７号は、駐車場条例の一部改正についてでありまして、糸魚川駅アルプス口に整備した

自転車駐車場を供用開始し、あわせて既存の自転車駐車場の名称を変更したいため、所要の改正を

行いたいものであります。 

議案第７８号及び議案第７９号は、市道の廃止及び認定についてでありまして、上刈地内にあり

ます赤坂道２号線の起点の変更に伴う廃止と認定について、それぞれ議会の議決をお願いいたした

いものであります。 

以上でありますが、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（樋口英一君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案については、建設産業常任委員会に付託いたします。 
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日程第１１．議案第８０号、同第８１号、同第８３号及び同第８４号 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第１１、議案第８０号、同第８１号、同第８３号及び同第８４号を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明申し上げます。 

議案第８０号は、医療技術者修学資金貸与条例の一部改正についてでありまして、返還義務が生

じた場合の要件を緩和することにより利用しやすい制度といたしたいため、所要の改正を行いたい

ものであります。 

議案第８１号は、変更契約の締結についてでありまして、平成２５年９月１８日に議決のありま

した能生国民健康保険診療所建築工事について、契約金額を２億３,９８４万１,４８０円に変更す

るものであり、変更の理由は、国や県に準じたインフレスライド条項の適用に伴い、労務単価等が

上がったため、契約金額を増額いたしたいものであります。 

議案第８３号は、平成２６年度国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号）でありまして、

歳入歳出それぞれ４００万円を追加し、総額を６億３,４６０万円といたしております。 

なお、地方債の補正は、第２表のとおりであります。 

議案第８４号は、平成２６年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）でありまして、歳入歳

出それぞれ３５万６,０００円を追加し、総額を５８億１,８５５万６,０００円といたしておりま

す。 

以上でありますが、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（樋口英一君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案については、市民厚生常任委員会に付託いたします。 

 

日程第１２．議案第８２号 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第１２、議案第８２号、平成２６年度糸魚川市一般会計補正予算（第２号）を議題といたし

ます。 
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提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明申し上げます。 

議案第８２号は、平成２６年度一般会計補正予算（第２号）でありまして、歳入歳出それぞれ

４億４９９万２,０００円を追加し、総額を３０４億４,４８５万２,０００円といたしております。 

歳出の主なものは、７款、商工費では、観光誘客支援事業として、新たに宿泊施設誘客環境整備

リフォーム事業補助金の追加であります。 

８款、土木費では、交付金の内示に伴う道路新設改良事業の減額と、北陸新幹線沿線道路整備事

業の追加、１０款、教育費では、糸魚川市民会館リニューアル事業及び能生体育館整備事業の追加

であります。 

次に、歳入の主なものは、１４款、国庫支出金では、道路橋りょう費補助金の減額、１９款、繰

越金では、前年度繰越金の追加、２０款、諸収入では、土木費雑入の追加、２１款、市債では、合

併特例債の追加であります。 

なお、債務負担行為の補正は第２表、地方債の補正は第３表のとおりであります。 

以上でありますが、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（樋口英一君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案については、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。 

付託区分については、お手元に配付してあります議案付託表によりご了承をお願いします。 

 

日程第１３．発議第１号 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第１３、発議第１号、上信越高原国立公園の分離における名称選定で、妙高、戸隠に雨飾を

含めることを求める意見書を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

松尾徹郎議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

松尾議員。 〔１８番 松尾徹郎君登壇〕 
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○１８番（松尾徹郎君） 

発議第１号、上信越高原国立公園の分離における名称選定で、妙高、戸隠に雨飾を含めることを

求める意見書について、提案理由の説明を申し上げます。 

既にご承知のように、群馬、新潟、長野の３県にまたがる上信越高原国立公園が、このたび２つ

の国立公園に分離することが決まり、西側の妙高、戸隠地域を新たな国立公園とする見通しであり

ます。この国立公園内には、妙高山とともに日本百名山の１つであり、糸魚川市と長野県小谷村に

またがる雨飾山も含まれています。 

雨飾山は多くの登山者の人気を集めており、周辺部は糸魚川世界ジオパークの１つ、雨飾山ジオ

サイトとして位置づけられ、風光明媚なところでもあります。また西側には、糸魚川－静岡構造線

が走り、断層に沿って歴史的にも名高い塩の道も通り、古くから人々に親しまれており、今後の観

光産業の発展も期待されます。 

平成２７年春には北陸新幹線も開通し、糸魚川駅は雨飾山登山の最寄り駅として、また、ＪＲ大

糸線を利用し、長野県白馬村から小谷村を経由して、今まで以上の登山者増が期待でき、中部山岳

国立公園とともに、この地域の活性化が期待できると確信いたします。 

よって、国においては新たな国立公園の名称選定においては、両県にまたがる日本百名山の１つ、

雨飾山も公園区域内に含まれることがはっきりとわかるような名称にするべきと考えます。 

したがいまして、新名称につきましては、妙高、戸隠、雨飾山国立公園に選定されますよう、強

く要望するものであります。 

以上、地方自治法第９９条の規定により、新潟県知事、内閣総理大臣、総務大臣、環境大臣に意

見書を提出するものであります。 

以上で、提案理由の説明を終わります。 

ご賛同くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（樋口英一君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

本案につきましては、会議規則第３７条第３項の規定により委員会の付託を省略いたしたいと思

いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案については委員会の付託を省略することに決しました。 

これより討論に入りますが、ただいまのところ討論の通告はありませんので、討論なしと認め、

これにて討論を終結いたします。 

これより発議第１号、上信越高原国立公園の分離における名称選定で、妙高、戸隠に雨飾を含め
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ることを求める意見書を採決いたします。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（樋口英一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

 

日程第１４．請願第２号から同第５号まで 

 

○議長（樋口英一君） 

日程第１４、請願第２号から同第５号までを一括議題といたします。 

本定例会において受理した請願は、お手元に配付の請願文書表のとおりであります。 

ただいま議題となっております請願第２号及び同第３号は、総務文教常任委員会に、請願第５号

は、建設産業常任委員会に、請願第４号は、市民厚生常任委員会にそれぞれ付託いたします。 

以上で、本日の全日程が終了しました。 

本日はこれにて散会いたします。 

大変ご苦労さまでございました。 

 

〈午後１時１５分 散会〉 

 

 

 

 

 

地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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